
地震③

津波は来たの？

土地の変動と津波の関係

地盤と関東大震災の被害の関係

関東大震災のとき、大磯では大きな

津波は来なかったんだべぇ。潮が引

いたのは引いたように見えただけ

で、土地が約 2ｍ隆起したからだっ

たんだべぇ。

2ｍも…!? 津波が来たり、来なかっ

たり、土地が上がったり、下がった

り、どうしてそんなことが起こるの

かしら ??

どうも地形が関係しているみたいだ

べぇ。

関東大震災は、相模トラフとい

う相模湾を縦断するように走っ

ているプレートの境目が動いた

ことによって起こったから、津

波がちょうど相模湾を横切るよ

うに動いたんだべぇ。

相模トラフを震源とする地震

は、フィリピン海プレートが相

模トラフを境とした北米プレー

トの下に潜り込んでその反動で

起こるから、北米プレート側が

はね上がる…。それで大磯の方

は、土地が上がるのね！

右の図は、大磯の地盤と関東

大震災の土地の被害を表した

ものね。大磯は岩盤だから建

物の倒壊が少なかったと言わ

れているけど、家が建ってい

たところは、結構倒壊してい

るわね。

西小磯の丘陵あたりは、地面

が崩れているべぇ。国府地区

は、多くの建物が倒壊した

べぇ。

りゅうき

もぐ

海底が露出した海岸

左奥の杭は、震災前は海中にあったと言う。

（「関東地震ノ地形学的考察」より、杉崎俊和氏提供）

（杉崎俊和氏提供）
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※『日本歴史災害事典』p.424 図 2 をもとに作成

土地の変動の単位はｍ。

大磯

土地が崩れる

土地が崩れたり、
水源が枯渇した
地域

大磯駅の付近や町の
中心部では、多数の
家屋が倒壊

西久保、黒岩、虫窪、
生沢、月京では、
多数の家屋が倒壊

国府新宿の一部、
国府本郷では、多
数の家屋が倒壊

凡例（地形分類）

後背湿地

旧河道

谷底平野

自然堤防

堤間凹地

砂州・砂丘

扇状地・崖錐

沖積段丘

丘陵・山地

地形分類は森慎一編「平塚周辺の地盤図」（平塚市博物館 2007 年発行）をもとに作成


